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　■表紙の写真         アラスカ大学フェアバンクス校（University of Alaska, Fairbanks）　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　略称　UAF　アメリカ・アラスカ州

　米国アラスカ州にある州立大学は、アラスカ大学システム（University of Alaska System）と呼ばれ、1917年に設立され、
3つの大学（アンカレッジ校、サウスイースト校、フェアバンクス校）で構成されている。
　写真は、アラスカ大学フェアバンクス校（University of Alaska, Fairbanks）で、このアラスカ大学群のフラグ
シップ校であり、フェアバンクス以外にも7つのキャンパスがあり、2250エーカーの校地を誇る。
　教員(常勤・非常勤)824名、教職員(常勤・非常勤)1,933名、学生職員数831名とST比:12対1。これまでの卒業
生は、43,000名で写真家　星野道夫氏もここで学んだ。（中退だけど）
　同大のHPによれば、在籍者数7,486人 52州および51か国の学部生は87%、大学院生は14%。国際留学生は:3%
とある。が、同じHPで新入生は、高校直卒70%、アラスカからの新入生は670人、アラスカ以外からは176人、
留学生:15名とあり、割合が一致しない（州内の学生が圧倒的に多い）。
　HPのNEWS欄には、理事会でこの「8/10に州外からの学生を排除することが決議された」とあるので、トラ
ンプ政権による「多様性・公平性・包括性（DEI）」政策撤廃の影響かもしれない。2026年度の授業料も在住学
生の約3.5倍の額が非在住者には課せられているが、27年度からはさらに新たな授業料が決まるという。とはいえ、
この大学は北極研究と共に先住民研究でも知られ、先住民族が学生に占める割合は21％だ。
　アラスカ特有として、夏の最高気温は26℃で羨ましい限り。しかし冬は－20℃。そのため大学生協と学生の
寄付で献堂された、このウッドセンター（写真）には、会議室のほか、ボールルーム（社交ダンス条）会議室、
8レーンあるボウリング場、6台のビリヤード台、多層ラウンジ、パブ、コーヒーとエスプレッソカフェ、 ピザ屋、
大きなグリルとフードコートなどが揃っており、冬ごもり期でも活動できる。学生議会や学生新聞の活動の場に
もなっている。　　　　　　　　　　　                   　　　　　　　　　　　　 （写真・文　編集部）

特集◆    新たな認証評価制度を展望するⅡ

■  新たな認証評価、情報公表「Univ-ｍａｐ」、大学教育の質について考える
　　　　　　  　　　  大学マネジメント研究会 会長、大学政策アナリスト　本 間  政 雄　・・・　 2

■  新たな認証評価制度で大学をどう変えるか
                                                         学校法人桐蔭学園 桐蔭横浜大学 学長    
「教育・学習の質向上に向けた新たな評価の在り方ワーキンググループ」主査　森 　 朋 子　・・・　11

■  認証評価機関からみた新たな評価制度改革
                          　　　　　　　　 大学教育質保証・評価センター　代表理事　近藤　倫明　・・・   32

　
　  ■  AIデジタル社会の高等教育イノベーションと質保証   
 　                                                 一 般社団法人 高等教育質保証機構   代表理事    川口　昭彦　・・・　36

◆連載　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　
        ■　大学と資産運用（第9回）
                 サステナビリティ情報開示の制度化と新たな段階
　　　　　　 ―ISSB・SSBJ 基準、保証制度及び2026 年制度改正を中心に―

三菱UFJ信託銀行 資産金融部 エキスパート　石 嵜  政 信　・・・　40
城西大学 総合政策学部 非常勤講師

　　　　　　　　 　　　　　   　    　                                                                                            　　　　　    　         
      ■　NEWS Clip（10）　（35）　■　編集長から（46)

大学マネジメント　AUG　2026  Vol.22  No.5 通巻254号■CONTENTS 


